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支
部
活
動
に
ご
参
加
を

西
東
京
市
地
域
支
部
長

S
三
一
年
・
軽
骨
車

有
　
賀

茂

酉
東
京
市
地
域
支
部
が
発
足

し
て
五
年
日
を
迎
え
ま
し
た
。

支
部
発
足
当
初
は
、
総
会
、

懇
親
会
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
起

皮
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
会
員

（
現
在
八
〇
名
）
が
増
え
る
に

伴
い
新
年
会
の
開
催
や
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
古
都
の
散
策
な
ど
徐

々
に
で
あ
る
が
活
動
を
広
げ
、

会
員
の
交
流
を
計
っ
て
い
る
。

か
ね
て
よ
り
校
友
会
が
推
進

し
て
い
る
「
明
治
大
学
教
育
塩

興
協
力
資
金
」
　
の
募
集
に
つ
い

て
も
三
九
名
の
会
員
か
ら
九
〇

万
円
余
の
協
力
を
い
た
だ
く
な

ど
、
母
枚
の
教
育
研
究
を
支
捷

し
て
い
る
。
今
後
も
募
金
活
動

が
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国

校
友
大
会
（
今
回
第
四
五
回
）

が
九
月
二
七
日
　
（
日
）
　
富
山
市

で
開
催
さ
れ
る
の
で
校
友
の
参

加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

当
地
域
支
部
か
ら
も
毎
年
若

干
名
が
参
加
し
、
校
友
会
活
動

を
通
じ
母
枚
へ
の
支
技
を
行
っ

て
い
る
。

日
本
経
済
も
漸
く
回
復
の
兆

し
が
見
え
た
と
は
い
え
、
日
常

生
活
に
浸
透
す
る
ま
で
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
会
員
各
位
に

お
か
れ
て
は
ど
う
ぞ
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
さ
れ
、
支
部
括
動
に

ご
参
加
い
た
が
■
き
親
睦
と
友
情

を
深
め
、
母
校
の
発
展
の
た
め

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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平
成
二
一
年
度
地
域
支
部

定
期
総
会
開
催

平
成
二
一
年
五
月
三
一
日
（
日
）

平
成
二
一
年
度
定
期
総
会
が

五
月
三
一
日
田
無
庁
舎
に
て
開

催
さ
れ
、
来
雷
六
名
を
含
め
三

五
名
が
出
席
。
野
口
副
支
部
長

の
司
会
に
よ
り
、
中
井
副
支
部

長
の
E
会
挨
拶
、
有
賀
支
部
長

の
挨
拶
、
そ
の
後
文
節
長
を
議
長

に
選
出
し
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

鶴
田
幹
重
患
、
丸
岡
会
計
幹

事
、
武
藤
会
計
監
査
、
各
位
よ

り
r
平
成
二
〇
年
度
会
務
報
告
、

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
し

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

垂
水
副
幹
事
岳
、
吉
田
会
計
幹

事
よ
り
r
平
成
二
一
年
度
事
壷

計
画
案
、
予
算
案
」
　
が
捷
来
さ

れ
、
最
後
に
議
長
よ
り
藤
田
幹

事
、
小
山
幹
事
、
高
橋
幹
事
、

計
三
名
の
退
任
と
新
役
員
薇
井

幹
事
と
丸
岡
（
百
）
幹
事
の
副
支

部
長
放
任
、
そ
の
他
の
全
役
員

再
任
等
の
改
選
乗
が
上
程
さ
れ
、

各
々
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

来
責
代
表
と
し
て
大
沢
北
区
地
、

／
域
支
部
長
よ
り
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
温
か
い
ご
祝
辞
を
頂
き
、
丸

岡
（
百
）
副
支
部
長
の
閉
会
挨
拶

で
無
事
終
了
。
そ
の
後
、
会
鴇

を
一
階
食
堂
に
移
し
、
江
原
副

支
部
長
の
進
行
で
懇
親
会
を
ス

タ
ー
ト
。
来
賓
の
林
北
部
支
部

長
の
挨
拶
、
宮
崎
多
摩
支
部
長

の
乾
杯
に
続
き
、
来
賓
の
方
々
、

若
き
新
会
員
菅
原
　
（
H
一
五
年

商
卒
）
、
櫻
井
（
H
六
年
商
卒
）
両

名
の
紹
介
等
と
共
に
カ
ラ
オ
ケ

も
入
り
会
場
内
の
先
輩
、
後
輩

の
賑
や
か
な
交
流
と
と
も
に
、

意
気
虚
ん
な
明
大
健
児
の
集
い

と
な
り
、
菜
し
く
有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
恒
例
の
武
藤
幹
事

に
よ
る
、
全
員
肩
を
組
ん
で
の

牧
歌
熱
唱
、
最
後
に
丸
岡
副
支

部
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
予
定

よ
り
や
や
オ
ー
バ
ー
し
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。
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全
国
支
部
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・

地
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本
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懇
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七
月
二
五
日
（
土
）
大
学
ア
カ

デ
ミ
ー
コ
モ
ン
に
、
二
〇
〇
余

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
、
高
村
校
友
課
長

の
開
会
挨
拶
、
村
山
名
誉
会
長
、

青
木
校
友
会
長
の
挨
汐
。
長
堀

理
事
長
、
納
谷
学
長
の
祝
辞
。

校
友
会
へ
の
大
口
寄
附
の
個
人

と
団
体
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
な
わ
れ
た
。

報
告
事
項
に
入
り
、
「
教
育

振
興
協
力
資
金
」
の
募
金
状
況

等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
七

月
一
七
日
現
在
約
八
償
円
の
協

力
を
得
て
い
る
。
今
後
も
目
標

達
成
に
向
け
推
進
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

こ
の
他
、
二
〇
〇
八
年
度
決

算
、
二
〇
〇
九
年
度
予
算
等
関

係
書
類
に
つ
い
て
承
鼓
し
た
。

引
き
続
き
、
納
谷
学
長
の
「
世

界
に
閑
か
ら
れ
た
大
学
を
目
指

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ

り
、
大
学
は
「
教
育
」
「
研
究
」

「
社
会
貢
献
」
と
い
う
三
つ
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
と
世
界
を
背
負
う
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
二
一
世

妃
の
高
等
扱
者
の
目
標
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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友
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七
月
二
六
日
（
日
）
大
学
リ
バ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
代

議
月
総
会
」
が
三
五
〇
名
余
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

能
会
は
、
藤
原
副
会
長
の
開

会
の
辞
に
続
き
、
青
木
枚
友
会

長
、
村
山
枚
友
会
名
誉
会
長
の

挨
拶
。
長
堀
理
事
長
、
納
谷
学

長
の
祝
辞
。
議
長
団
の
選
出
、

運
営
委
月
会
を
遇
任
し
議
事
に

入
り
報
告
事
項
と
し
て
、
二
〇

〇
八
年
度
会
務
報
告
、
「
明
治

大
学
教
育
振
興
協
力
資
金
」
　
の

募
金
状
況
な
ど
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。審

議
事
癌
と
し
て
、
二
〇
〇

八
年
度
決
算
、
二
〇
〇
九
年
度

事
業
計
画
、
同
予
算
他
三
件
に

つ
い
て
審
議
決
定
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
会
長
の
選

任
を
行
い
、
一
七
年
余
の
永
い

間
会
長
と
し
て
会
の
発
展
の
た

め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
青
木
会

長
の
勇
退
痘
象
め
、
新
会
長
に

「
向
殿
政
男
」
氏
　
（
理
工
学
部

教
授
・
工
学
博
士
）
が
遭
任
さ

れ
た
。副

会
長
に
は
玉
井
宏
夫
東
京

都
南
都
支
郡
長
他
一
五
名
が
会

長
よ
り
指
名
さ
れ
た
。

続
い
て
、
親
子
孫
三
代
卒
業

者
二
組
六
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

最
後
に
九
月
二
七
日
　
（
日
）

開
催
さ
れ
る
全
国
校
友
古
山
大

会
及
び
来
年
開
催
の
山
形
大
会

の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
閉
会
し
た
。
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鎌
倉
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

第
二
回
、
地
域
支
部
主
催
の

ハ
イ
キ
ン
グ
が
二
月
二
九
日

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
地
は
「
古
都
鎌
倉
」
参

加
者
は
男
性
九
名
、
女
性
一
三

名
で
に
ぎ
や
か
で
す
。

北
鎌
倉
駅
で
全
員
が
揃
い
、

ま
ず
鎌
倉
五
山
第
一
位
の
建
長

寺
を
拝
礼
し
、
方
丈
の
横
か
ら

天
固
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
　
（
鎌

倉
ア
ル
プ
ス
の
別
名
あ
り
）
　
へ
。

長
い
階
段
を
上
っ
て
半
僧
坊
で

ひ
と
休
み
、
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
あ
っ
て
紅
葉
谷
へ
。
前

日
の
雨
で
洗
わ
れ
た
樹
々
は
ま

さ
に
紅
葉
の
ま
っ
さ
か
り
で
す
。

こ
の
美
し
き
に
あ
ち
こ
ち
で
た

め
息
ま
じ
り
の
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

谷
を
通
っ
て
開
け
た
高
台
の

芝
生
に
贋
を
お
ろ
し
、
た
の
し

い
昼
食
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
腕
に
ヨ
リ
を
掛
け
た
お
弁

当
を
み
ん
な
で
交
換
し
た
り
和

や
か
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

磯
臭
寺
（
鎌
倉
公
方
四
代
の

墓
所
と
し
て
栄
え
た
古
刹
）
　
か

ら
鎌
倉
官
、
こ
こ
で
花
嫁
さ
ん

の
姿
を
間
近
か
で
拝
見
、
数
十

年
（
？
）
前
の
我
が
身
を
重
ね

て
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
し
ま
し
た
。

八
幡
宮
を
通
り
抜
け
「
江
の

電
」
に
乗
り
長
谷
寺
へ
、
阿
弥

陀
堂
、
餃
音
量
な
ど
畳
字
の
裏

丸
岡
百
合
江

は
眺
望
散
策
路
で
す
。
相
模
湾

と
鎌
倉
の
市
街
地
の
眺
め
は
見

事
で
し
た
。

暮
色
が
ひ
ろ
が
り
長
谷
寺
に

明
か
り
が
つ
き
、
お
寺
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

見
事
さ
に
後
を
振
り
返
り
な
が

ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
は
「
大
仏
さ

ま
も
見
た
か
っ
た
ネ
」
「
弁
当
持

参
よ
り
お
い
し
い
も
の
食
べ
た

か
っ
た
ネ
」
「
江
ノ
島
も
行
き
た

い
ネ
」
な
ど
活
は
尽
き
ま
せ
ん
。

ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
お
疲
れ
さ
ま
ー
・

「
花
紅
折
り
の
集
し
さ
を
囲
む

三
人
の
ま
惰
靂
」
を
終
え
て

S
三
四
年
・
文
大
院
卒

中
沢
千
枝
子

平
成
二
一
年
七
月
二
一
日
（
火
）

～
七
月
二
六
日
　
（
日
）
　
ま
で
の

一
週
間
、
成
田
生
涯
学
習
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ご
み
）
　
に
於
い
て
、
今
回
は
、

書
・
漆
芸
・
花
紋
折
り
と
ジ
ャ

ン
ル
の
異
な
る
三
人
の
作
品
展

を
試
み
ま
し
た
。

結
構
、
広
い
会
場
で
し
た
が

調
和
よ
く
展
示
す
る
こ
と
が
で

き
、
来
場
者
か
ら
も
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

期
間
中
は
天
侯
不
廟
に
見
舞

わ
れ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
制
に
は
地
元
の
方
々
を
は

じ
め
成
田
市
外
か
ら
も
お
い
で

い
た
だ
き
、
お
陰
機
で
好
評
の

う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、

一
週
間
、
毎
日
成
田
ま
で
通
っ

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

第3回　日帰りバスツアー
◆出先日：10月盟旧（木）

◆対　徽：会員・家族及び会員の友人

◆走　■：払名（最少雁行人員20名）、定員超遇時は補欠になります。

◆●加責（曇霊付）：会月＆家族9．㈱円・友人10，（麒】円

◆申込嘲用い申込先：9月2日（水）－10日（木）、ただし、7－9日を除く

集合場所と蓼加署名をお知らせください。後日、地嬢担当役員が振

込用紙をお届けします．

t　蘇　4カー6822（13：（氾－17：（氾）

FAX　423－6822（11：（氾－17：（氾）　担当：垂水（タルミ）

◆行　程：集合場所は西東京郵便局前7：50または保谷庁舎前8：10

擬タオルは必ず持暮してください。

難「蘭量の鑓」は大洗サンビーチを日動二雷天風呂から見下ろす大平

洋は雄大です。

蕪「那珂灘お魚市場」は新鮮な魚介覇を格安な価格で販売する量販店

街として人気があります。

第3回　ハイキングのお知らせ
◆日　鴫：平成21年11月1日（H）

◆義合場所：臼無駅改札口7時油分、または鱒岳駅9時集合

◆行書先：■岳山と｛岳渓谷

■岳は奥多摩瀾と共に奥多摩を代表する義光塊で、特に新線から紅鳶

の秋にかけて多くの人々が訪れます。

徽畠山の山頂には、二千年の歴史をもつ由繍ある徽岳神社があり、そ

の神社の周辺には罰軒程の宿坊が点在しております。

映
画
「
鴨
岳
盲
覿
鷺
し
て

S
三
一
年
・
工
学
節
卒

野
口
　
清
次

去
る
六
月
二
〇
日
に
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
と
し
て
封
切
ら
れ
た
こ

の
映
画
痘
烏
山
に
は
些
か
関
心

を
持
つ
私
は
早
々
に
足
を
運
び

ま
し
た
。
こ
の
映
画
の
木
村
大

作
監
督
は
、
故
黒
沢
明
監
督
の

幹
で
「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」
「
用

心
棒
」
等
の
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画

の
撮
影
助
手
を
務
め
た
後
「
八

甲
田
山
」
「
復
活
の
日
」
「
肇

等
々
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活

躍
。
今
回
の
五
〇
本
呂
の
節
目

の
作
品
は
新
田
次
郎
の
実
話
に

基
づ
く
小
説
「
点
の
記
」
が
原

作
で
監
督
自
彦
メ
ガ
ホ
ン
を
片

手
に
撮
影
し
、
且
つ
バ
ッ
タ
の

音
楽
も
自
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名

曲
を
選
ぶ
念
の
入
れ
方
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

今
か
ら
百
年
前
の
時
代
で
は
、

飽
岳
は
、
前
人
未
踏
の
人
を
寄

せ
付
け
な
い
険
し
い
針
の
山
、

死
の
山
、
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た

山
で
あ
り
、
し
か
も
気
温
は
氷

点
下
四
〇
度
の
厳
し
い
季
節
に
、

二
組
の
登
山
隊
が
初
の
登
頂
に

挑
戯
す
る
と
い
う
正
に
娘
烈
な

バ
ト
ル
を
繰
り
広
げ
る
一
大
ド

ラ
マ
で
す
。

一
方
の
相
手
は
日
本
地
図
の

最
後
の
空
白
地
を
埋
め
る
べ
く

軍
筋
か
ら
特
命
で
派
遣
さ
れ
た

測
量
隊
、
片
や
設
立
し
て
日
浅

い
山
岳
会
と
の
先
陣
争
い
の
状

況
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
て
い
る
。

行
動
を
開
始
し
て
か
ら
一
時

厳
し
い
環
境
下
で
の
成
功
右
不

安
視
す
る
測
量
隊
長
を
激
励
す

る
妻
、
そ
し
て
実
跡
と
豊
富
な

経
験
を
持
ち
、
高
く
信
頼
さ
れ

て
い
る
案
内
人
を
擁
し
、
再
出

発
す
る
。

突
然
の
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ

全
月
が
九
死
に
一
生
を
得
、
狂
吹

雪
に
襲
わ
れ
進
路
を
見
失
な
い
、

奇
し
く
も
雷
鳥
の
動
き
を
見
つ

け
た
案
内
人
の
気
転
で
雛
を
遮

れ
た
り
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
遂
に
山
頂
を
制
覇
し
、
互
い

に
感
涙
し
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

こ
の
光
景
を
後
続
の
山
岳
金

員
が
目
に
し
、
即
座
に
ラ
イ
バ

ル
に
祝
稲
の
手
旗
信
号
を
送
る
。

以
上
が
こ
の
映
酉
の
覿
略
で

す
が
、
今
日
の
丑
山
人
口
の
増

加
に
伴
い
安
易
な
気
持
ち
で
の

登
山
者
へ
警
告
を
発
し
て
い
る

面
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

プ
ロ
を
除
く
〓
鱒
登
山
愛
好
者

の
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
先
般

の
大
吉
山
系
の
遭
難
事
故
が
明

示
し
て
い
る
防
茶
対
策
、
計
画

性
、
山
の
固
有
性
の
認
識
、
何

れ
の
面
を
考
え
で
も
安
易
遇
ざ

る
と
考
え
ま
す
。
私
自
身
も
十

二
分
に
噛
み
締
め
ね
ば
と
息
い

ま
し
た
。

鳥
味
の
ヲ
ナ
ー
「
俳
句
」

S
三
四
年
義
孝
終
年

江
原
　
弘
幸

趣
味
の
俳
句
で
最
近
の
入
選

作
品
二
点
を
ご
披
露
い
た
し
ま

す
。

一
、
姫
君
を
抱
え
て
行
き
し

菊
師
か
な

日
比
谷
公
園
の
帝
花
泉
を
観
に

行
っ
た
折
、
大
河
ド
ラ
マ
　
「
篤

蛙
」
が
展
示
し
て
あ
り
た
ま
た

ま
製
作
者
の
菊
師
が
「
鮭
」
を

横
抱
き
に
し
て
移
動
中
に
出
会

い
、
直
感
的
に
旬
想
が
浮
か
び

俳
句
手
帖
に
記
録
し
た
次
第
で

す
。

こ
の
旬
は
毎
日
新
聞
社
で
年
一

回
主
催
し
て
い
る
「
第
一
二
回

毎
日
俳
句
大
賞
二
〇
〇
九
年
度

作
品
展
」
に
応
募
し
た
一
旬
で

秀
逸
と
し
て
入
選
し
た
も
の
で

す
。
発
想
の
意
外
性
を
高
く
評

価
さ
れ
高
名
な
金
子
丸
太
、
大

草
あ
き
ら
、
倉
田
紘
文
緒
先
生

の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
、
地
蔵
洗
う
水
光
り
け
り

日
脚
（
ひ
あ
し
）
　
伸
ぷ

俳
句
雑
誌
「
麦
」
人
選
作
品
で

巣
鴨
の
「
と
げ
抜
き
地
蔵
」
に

お
参
り
し
た
折
の
作
品
で
す
。

一
人
の
老
婆
が
何
か
を
つ
ぶ
や

き
な
が
ら
一
心
不
乱
に
地
蔵
菩

薩
を
洗
っ
て
い
る
情
景
か
白
に

浮
か
び
ま
す
。

そ
の
タ
オ
ル
の
飛
沫
が
少
し
春

め
い
て
き
た
日
差
し
に
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
い
て
い
る
様
子
と
老
婆

の
願
い
ご
と
の
一
つ
一
つ
が
水

蒲
に
凝
縮
さ
れ
た
厄
と
と
も
に

素
っ
と
ん
で
ゆ
く
期
待
が
あ
り

春
を
持
つ
母
や
か
な
平
和
の
祈

念
の
ひ
と
と
き
が
発
想
さ
れ
読

み
ぴ
と
に
深
い
展
隋
と
自
由
な

広
が
り
を
与
え
る
。
と
の
桶
爪

鶴
麿
先
生
の
ご
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。（

㊤

西
蒼
市
在
住
、
在
嶋
著

で
当
地
犠
支
鐸
未
加
入
の
校

友
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

現
在
の
会
鼻
は
約
八
〇
名

で
す
が
蝿
嶋
支
輝
の
活
性
化

の
た
め
に
も
会
鼻
の
増
員
に

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
怠
■
い
し

ま
す
。

連
絡
先
　
四
六
七
－
九
八
一
五

嶋
蠣
責
傷
鼻
有
責
　
茂

▲
リ
ク
ル
ー
ト
で
高
校

三
年
生
を
対
象
に
し
た

志
願
大
学
の
人
気
を
発

表
し
ま
し
た
。

閑
東
地
区
の
一
番
人

気
は
明
大
で
、
昨
年
一

位
の
早
大
は
二
位
。
一
都
二
府

一
四
県
の
高
校
生
約
一
万
人
の

回
答
に
上
り
ま
す
。

明
大
は
都
心
に
あ
り
、
校
舎

も
立
派
。
ス
ポ
ー
ツ
も
強
い
な

ど
理
由
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

卒
業
生
の
団
結
力
、
特
に
政
友

会
の
充
実
ぶ
り
も
、
人
気
の
一

つ
の
理
由
で
あ
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
ー


